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御用の際はL I N Eからでも大丈夫です！！
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鉄屑や発砲スチロールを加工し、未来
都市を創造したようなユニークな作品
に仕上げています。細かい部分にも気
を配り、見る人を楽しませてくれます。
（審査講評より）

杉尾地区   土屋 裕

南 砺 市 美 術 展
市展大賞彫刻部門

cosmic influencer

愛嬌のある動物に無数の円空彫の仏像
が施され、作家の精神性を感じます。
工芸と彫刻の境界に挑戦した意欲作で
ある。
（審査講評より）

杉尾地区  土屋 裕

南 砺 市 美 術 展
市展大賞工芸部門

GUARDIAN CAT

多年にわたり、五箇山地方に伝わる民謡や踊りなどの郷土芸能に取り
組み、第46回全国高等学校総合文化祭郷土芸能部門において最優秀
賞・文部大臣賞を受賞するなど、優れた実績をあげている。

富山県立南砺平高等学校 郷土芸能部

校 長 澤 村 修

令和５年度富山県教育委員会
優 良 教 育 団 体 表 彰

お母さんと子供達の視線が結ばれていて、ファミリーの絆を感じます。何
とも微笑ましいスナップで、特にお母さんの笑顔で写真に引き込まれます。
（審査講評より）

下梨地区   滝本 清

南 砺 市 美 術 展
市展大賞写真部門

母と子

平成２年の設立以来永年にわたり、国選択無形民俗文化財「五箇山
の歌と踊」のひとつ「麦屋節」の後継者育成や公演等による情報発
信及び理解の促進などに努めるとともに、郷土の伝統文化の保存・
継承に寄与している。

越中五箇山小谷麦屋節保存会

会 長 南 田 実

令 和 5 年 度 富 山 県 教 育 委 員 会
優 良 芸 術 文 化 団 体

第17回平中学校卒業生一同様より、寄付金をいただきました。
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暑かった今年の夏が過ぎ、季節は廻り『冬の五箇山』に入り
ました。来年も元気で良き地域になるよう頑張りましょう。
  

みなさん よいお年をお迎えください !!         

5月30日 第１回 平・上平 学校のあり方検討会

6月16日 第２回 平・上平 学校のあり方検討会

7月18日 第３回 平・上平 学校のあり方検討会  

7月24日 義務教育学校の講演会

     8月22日 市長へ平・上平義務教育学校への

要望書提出

      11月6日 第１回平高校全国募集準備会

11月16日 平高校全国募集先進地視察

～17日 （広島県・島根県）

平 地 域 づ く り 協 議 会

会 長   南 田  実

今年も残りわずかとなりました。
平地域づくり協議会の本年は、『マスクを外して』新たな取り組みを進めてまいりました。
その１つに、学校のあり方検討会があります。
平・上平の代表者により、激減する小中学校の子供たちがより良い教育環境で過ごせるように、計３回の検討会や合同の
講演会（7月24日）を行い、8月22日には南砺市長に、両校を義務教育学校に進めることへの要望書を提出しました。
２つ目は、7月10日、田中市長の定例記者会見の中、南砺平高校の生徒全国募集について「市としては2025年4月からの生
徒受け入れを目指したい」との発表があり、11月6日には第１回平高校全国募集準備会を行い、この会の会長に安達孝彦
氏に就いて貰う事となりました。
また、11月16,17日には先進地視察として、県教委・南砺市政策推進課・平高校校長・平、上平両地域づくり協議会の代
表者により広島県（芸北高校）、島根県（飯南高校）に行ってきました。（市マイクロバスに乗り≒10時間の道のり）

今 年 の 出 来 事 ｜ 南 田 実 

次号は来年６月発行

この瞬間を
撮影するために

水の撮影は難易度が高い。
危険が伴う、役者や衣装、
機材、場所も濡れる。テイ
クを重ねられないため、基
本的に落ちるカットは一発
本番だ。生徒たちがその一
発のために積み上げてきた
もの、役者の度胸、監督の
覚悟、スタッフの団結を感
じる瞬間でした。
また、水中撮影では生徒た
ちが自分たちで考えて、持
参したジップロックにカメ
ラを入れて撮影をしていま
した。理想の画を撮りきる
強い意志が見えました。

『紅悔先に。』と『作之丞と未来』

南砺平高校生が制作した『紅悔先に。』の脚本を初めて読んだとき、柳田國男の『作之丞と未来』
が頭に浮かびました。どちらの物語も主人公が未来に行くお話です。『紅悔先に。』のあらすじは
少子高齢化や過疎化が進んだ五箇山、その五箇山で育った女子高生が20年後の五箇山にタイムス
リップして故郷の消失を目の当たりにする中で自分にとっての五箇山を再認識していくストーリー
です。一方、『作之丞と未来』は主人公の作之丞が100年後の未来へタイムスリップするのですが、
自分の孫だかひ孫だかの家を訪ねて物語は終わります。1949年に書かれたこのお話には、柳田國男
の痛烈な国史学への批判が込められています。柳田はこう述べています。「今までの国史学なども、
ちょうどまた一個の百姓作之丞だった。未来を予言する力はとくに失っているのみか、現在を解析
しようとする意欲をすらまだ持っていない。」柳田の物語には過去や未来を語る者もそれを聞こう
とする者も出てきません。皆、作之丞の複製ばかり。不思議なことに『紅悔先に。』に登場するお
じいさんが作之丞と重なります。もちろん、生徒たちはそういうつもりで書いていないですけど、
初めて作之丞の声を聞いた気がしました。
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『紅悔先に。』撮影風景

南砺平高校生の映画制作
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11月12日(日)、たいらクロスカントリー場でローラースキーコースの完成お披露目会が行われ、県スキー連
盟や地元スキークラブの関係者など約40人が出席し、コースの完成を祝いました。
平地域づくり協議会の要望がきっかけとなり、夏場の練習に活用できる全長1.7㎞で北陸初となる「ロー
ラースキーコース」が完成しました。市内外からのクロスカントリースキーの拠点として、スポーツ振興
や地域活性化への寄与が期待できます。

たいらクロスカントリー場ローラースキーコース｜完成 

品
質
を
損
な
う

効
率
化
は
し
な
い

こ
こ
で
つ
く
る
も
の
が

あ
る
か
ぎ
り

教室関係

協議会関係

林 賢二 (37)

・1986年 東京生まれ
・映像カメラマン
・ヨガインストラクター
・人前に出るのが苦手
・スケボーがとにかく好き
・梅干しが大好物

協力隊は
定住するための制度

 協力隊に応募したのは、写真家の曽我忍さん
の写真集を見て「ここで暮らしたい」と思った
のがきっかけでした。
2019年11月に南砺市地域おこし協力隊に着任
してからあっという間に３年が経ち、さらに任
期を延長して今に至ります。延長した理由は南
砺平高校生の映画制作を最後までサポートした
いと思ったからです。生徒たちのクリエイティ
ブな面に心配はありませんでしたが、安全面は
専門の人間が責任を持つべきだと。今回、生徒
たちが怪我なく無事に映画『紅悔先に。』を制
作できたこと、本当によかったと思います。

・記録撮影やPR動画制作
・大学生のインターシップで動画制作
・南砺平高校生と映画づくり

・身体の正しい動かし方教室
・放課後スケートボード教室
・柔道教室（上平地域）

・婚活事業（バスケ、カヌー、ペアヨガ）

・五箇山 夜の映画館
・たいら花火大会（2021年～2023年）

・チラシ作成
・すけろくファーム
・SNSの情報発信

これまでの主な活動内容

撮影関係

イベント関係

平地域おこし協力隊の４年間



五箇山子ども広場

英語教室＆ハロウィン

子どもたちは英語のクイズやじゃんけ

んをして、仮装した大人からお菓子を

ゲット。 10月

ヘリコプター実証実験

民間ヘリコプターの活用を検討するた

め、たいらクロスカントリー場で試乗

会が行われました。

東京から平まで２時間。 10月

平地域体育大会

平地域体育協会主催、平地域体育大会

が行われました。春光荘体育館内で、

色々な協議が行われ、よい汗をかきま

した。 10月

買い物支援事業（秋・冬）

ファッションセンターしまむらと無印

良品の出張販売、秋冬バージョンを開

催しました。冬物と食品の出張販売を

しました。 11月

Book∞Caféすけろく１周年

南砺平高校３年生と１周年記念餅つき

大会をし、栃もちをふるまいました。

今年一年皆様には大変お世話になり、

ありがとうございました。 12月

大収穫祭

世界遺産で米作りのオーナーも参加し

た大収穫祭では、世界遺産米で五平餅

作り体験、上平の赤かぶや利賀のそば

を使った料理体験をしました。 11月

第４６回 平文化芸能祭

今年から平文化芸能祭実行委員長は池

田督子さんになりました。会場いっぱ

いに来場者が集まり、展示作品と各発

表を楽しんでる様子でした。 11月

上：南砺平高校生の研究発表
Book∞Caféすけろくをテーマに
今までの取り組みを発表しました。

下：平中学校五箇山民謡の発表
立派な地方と踊りを披露しました。

Book∞Caféすけろく外構工事完成

富山県中山間地域チャレンジ支援事業
の助成を受けてすけろくの外構工事を
し、公園との続きとなるくつろぎのス

ペースを作りました。 11月

P.3 P.4

すけろくファーム収穫祭

今年はトウモロコシが豊作！焼きトウ

モロコシをみんなで食べたり、畑のメ

ロンでフルーツポンチをつくり美味し

くいただきました。
8月

Book∞Caféすけろく ライブ

富山県射水市出身のシンガーソングラ

イターKEITOのライブを月に１回、8月

からしました。配信をとおして全国の

人にBook∞Caféすけろくを知ってもら

うきっかけとなりました。
8月～１１月

買い物支援事業（春・夏）

ファッションセンターしまむらと無印

良品の出張販売を平春光荘でしました。

初めての試みでしたが、買い物に来た

みなさん喜んで帰られた様子でした。
6月

米寿を祝う会・敬老会

米寿の方の表彰がありました。子ども

民謡、歌謡曲、平の宝塚歌劇団や駐在

さんの防犯劇で沢山笑いが起こりまし

た。

9月

世界遺産で米作り

『世界遺産で米作り』の稲刈り作業。

日照りが続き収量が心配しでしたが、

参加者たちは昔ながらの手刈りと稲を

束ねる作業をし、ハサ掛けをしました。
9月

夏休み 和太鼓体験教室

和太鼓奏者の綾乃さんが春光荘で子ど

も達に和太鼓を教えてくれました。体

育館に大きな音が響きわたり、子ども

達熱心に太鼓を叩いていました。
7月・８月

清水さんのスポーツ教室

小学生を対象にクロスカントリー指導

者清水さんに速く走れるようになる教

室をしてもらいました。みんなとても

意欲的で一生懸命話を聞いていました。
１０月・１１月

たいら花火大会２０２３

とうとう３回目のたいら花火大会。今

年も天候に恵まれ、きれいな花火を打

ち上げることができました。皆様の協

賛に感謝いたします。
8月

手芸教室

手芸サークルのみなさんが子どもたち

につまみ細工を教えてくださいました。

可愛い世界に一つだけの作品ができま

した。
8月

平地域のニュース | ７月-１２月/２０２３年


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

